
財務諸表に対する注記

１ 重要な会計方針

（１） 有価証券の評価基準及び評価方法
投資有価証券：　
　保有する有価証券は全て時価のある「満期保有目的の債券並びに子会社株式及び関連会社以外の有価証券」

により算定）によっている。

（２） 固定資産の減価償却の方法
建物及び什器備品：定率法によっている。
ソフトウエア：定額法によっている。

（３） 引当金の計上基準
貸倒引当金：　貸付奨学金については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上している。

（４） 消費税等の会計処理
消費税等の会計処理については、税込方式によっている。

（５） 表示区分の変更
受取寄付金：前年度以前は一般正味財産として受け入れていたが、指定正味財産として受け入れる。

２ 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）
科　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産 　
土　　　地 11,100,000        0 0 11,100,000        
建　　　物 1,795,379          0 80,791              1,714,588          

投資有価証券 1,099,938,780     33,642,766 63,832,144        1,069,749,402     
小　　　計 1,112,834,159     33,642,766 63,912,935        1,082,563,990     

特定資産
奨学貸付積立資産 87,939,849        101,342,748       87,939,849        101,342,748       

小　　　計 87,939,849        101,342,748       87,939,849        101,342,748       
合　　　計 1,200,774,008     134,985,514       151,852,784       1,183,906,738     

３ 基本財産及び特定資産の財源等の内訳
基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

科　　　目 当期末残高
 （うち指定正味財
産からの充当額）

 （うち一般正味財
産からの充当額）

 （うち負債に対応
する額）

基本財産
土　　　地 11,100,000        (11,100,000) 0 0
建　　　物 1,714,588          (1,714,588) 0 0

投資有価証券 1,069,749,402     (957,706,862) (112,042,540) 0
小　　　計 1,082,563,990     (970,521,450) (112,042,540) 0

特定資産
奨学貸付積立資産 101,342,748       (3,403,418) (97,939,330) 0

小　　　計 101,342,748       (3,403,418) (97,939,330) 0
合　　　計 1,183,906,738     (973,924,868) (209,981,870) 0

４ 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）
科　　　目 取得価額 減価償却累計額 減損損失累計額 当期末残高
土　　　地 68,030,000        -                     56,930,000        11,100,000        
建　　　物 23,816,000        13,438,954        8,662,458          1,714,588          
什器備品 4,532,102          2,793,234          0 1,738,868          

ソフトウエア 1,166,400          496,800            0 669,600            
合　　　計 97,544,502        16,728,988        65,592,458        15,223,056        

５ 引当金の明細 （単位：円）

 目的使用 その他
 貸倒引当金 987,000            -                     -                     -                     987,000            

６ 指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳
指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）
金額

80,791              
（受取寄付金）

80,791              

 

期末残高 当期増加額期首残高科　　　目

であり、決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は正味財産増減額として処理し、売却原価は移動平均法

合　　　　計

内　　　訳
経常収益への振替額
　　減価償却費計上による振替額

 当期減少額


